
T4 普通の⼊試を続けるべきか
社会ではAIを使えるのに、AIを使わない状態の学力を測り続けることに、どこまで意味があるか。

共通状況

• 授業用設定として、高性能AIは過去問題の多くで受験者平均を大きく上回る得点を取った。

• 現行方式は、試験会場、時間制限、AI・検索・資料利用禁止の一斉試験である。

• 新方式案は、2週間の自宅制作で、同じAIアカウントと資料を利用し、論文・作品・調査報告と利用履歴を提出す
る。

• 条件統一、実社会性、本人性、家庭環境、採点負担を同時に考える必要がある。

主張A 主張B

現在のような、試験会場で時間を区切って行う
普通の入試を、選抜の中心として続けるべきで
ある。

自宅で資料や生成AIも利用して作成した論文、
レポート、作品、調査報告を、入試の中心として
評価すべきである。

Aが守ろうとしているもの Bが守ろうとしているもの

条件統一／基礎能力／本人確認 実社会性／創造性／AI協働

必ず検討する問い

• AIが高得点を取れる問題を、人間にAIなしで解かせる意味は何か。

• AI利用にも基礎知識は必要ではないか。

• 自宅制作の外部支援をどこまで認めるか。

• 同じAIアカウントで公平になるか。

• 本人とAIの寄与を区別できるか。

• 入試で測る「学力」をどう定義するか。

調査・制作条件

公的・一次資料2件以上／相手側を支える資料1件以上／生成AIは論点整理・検索語・構成案に利用可／AI回答を
出典にしない／最終スライドは自分で作る／10～14枚＋出典付録／自作スライドは作成者が説明

あなたの班が担当する主張：B

他班へテーマ・担当主張を明かさないでください。


